
親①と親②は常に同時通話状態です。
子は PTT ボタンを押すことで、親①と
同時通話を行うことができます。

1. 多者間同時通話の概要

親①と親②は常に同時通話状態
子はその通信を常時受信

親①と親②は常に同時通話状態
子は送信中、親②の音声を受信不可

シーン ❶　親①と親②が同時通話を行い、子は聞いている状態
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シーン ❷　子が親①に話しかけた状態

同時通話 同時通話

※子は何台でも増やすことが
　できます
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このたびはテスト無線機をご利用くださり、誠にありがとうございます。
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1 電源を入れる

話中 / 通話ランプ
通話ボタン

すべての無線機の電源 / 音量ツマミを時計方向に
カチッと回して電源を入れます。
電源を切るときは、反対方向に回します。

出荷時に設定は行ってあります。そのままで交信できます。

親①、親②の画面表示 子の画面表示

2 親①と親②が同時通話を行う
親①の [ 通話 ] ボタンを押します。

「プルルルル」と呼び出し音が鳴り、
その後自動的に同時通話がスタートします。

同時通話がスタートすると
親①と親②の「話中 / 通話ランプ」が
オレンジ色で点灯します。

子の「話中 / 通話ランプ」は緑色に点灯し
親①と親②の同時通話を常時受信します。
通話をやめるときは [ 通話 ] ボタンを
長押しします。

親①/ 親② オレンジ点滅－

青点灯
緑点灯

緑点滅

送信
同時通話受信中
他の子機が送信中

子

2. 無線機の使い方

2

1
４

電源 / 
音量ツマミ

電池残量チャンネル
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3. 使い方のポイント
・マイクから口元を 5 ～ 10cm 離して、普通の大きさの声で話します。
　近づきすぎたり大きい声を出したりすると、音が割れて相手に聞こえづらくなります。

・アンテナはできるだけ地面に対して垂直に維持します。
　全員のアンテナの角度が合っていないと、通信距離が短くなります。

3 子が親①と同時通話を行う

4 音量を調節する

子のヘッドセット接続ケーブル SCU-49 の [ 通話 ] ボタンを押します。
（本体の [ 通話 ] ボタン、イヤホンマイクの PTT ボタンでは通信できません。）
「話中 / 通話ランプ」が青色に点滅し、親①と子の同時通話がスタートします。
子は [ 通話 ] ボタンを押している間だけ通信できます。

子が親①と同時通話を行っている間は、
子には親②の音声は聞こえません。

親①と親②は同時通話状態を継続します。
3 [ 通話 ] ボタン

音量ツマミを時計回りにまわすと音量が大きくなります。
イヤホンを装着中は音量にご注意ください。
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